研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　南寿の里　雲の家　職　種　介護員　　　氏　名　上沼　恵里香

	期　　間　　平成18年12月17日　～　平成18年12月17日

	出張目的　認知症予防・脱却のために『講演「生き活きと生きる」並びに情報交換会』　

	出 張 先　八戸市福祉公民館　2F　大会議室

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜考察＞

　介護保険法改正による新予防給付が導入された為、予防や脱却など新たにケアをする部分が増えてきました。そのため、今回の研修を通し認知症の予防と改善について研修で習得し、介護の現場で活かし、入居者様によりよい生活を提供したいと思い参加しました。

　参加してみて感じた事は、講演ではレクリエーション等の基本的な考えを分かりやすく講演して頂きました。納得することもあれば、そういう考えをあるんだなと感心しました。健康体操では聞きなれた

童謡などを使って、簡単に体操できることがすごいと感じました。すぐにできる体操ばかりだったので入居者様と一緒に行い、現場に取り入れたいと思いました。

＜内容＞

　12/17

　講演　「生き活きと生きる」　講師　講師：八戸市立市民病院　主任看護師　鳥谷部　武史　氏

　認知症予防と改善のレクリエーション

○「心」を考える

　心とは絶えず休まず、よりよく生きようとする思いの事。日々新たに成長する為に敢えて

悩み続けること。

○生き活きと生きる

　感謝と喜びに満ちた生活習慣を築き、より多くの人と出逢い、魂をみがく事がレクリエーション

〈再創造〉の真髄である。

○自尊

　この世で最高のものは出逢いであり、そこから生まれる自己を高めようとする向上心である。自分が尊いとする思いである。

○コミュニケーション

　認知症におけるレクリエーションの本質は「楽しい、嬉しい、喜びにあふれた継続的活動」である。

○名前を覚える

　自分は重要な人間である、自分は○○という人間であるという自覚が、人間とは違う意識となり

自尊感情が高まる。おじいさん、おばあさんと呼ばれて満足する相手は孫ぐらいである。

○聞き手にまわる

　瞬間のコミュニケーションも大事だが、認知症予防、楽しい活動は継続が大切である。対象者のペースに合わせて徐々にその関係を深めていく方法も1つの技術である。

　健康体操＜実技＞･･･童謡などにあわせて行う。

○グー・パー指〈足〉体操

　例･･･やまだのかかし、チューリップ、あんたがたどこさ、ドンパン節など。

○グー・チョキ指体操

　例･･･でんでん虫(かたつむり)

○簡単全身リズム体操

　例･･･ありの歌、青い山脈、お正月、北国の春、ソーラン節、荒城の月など。

　情報交換・交流会

○5グループに分かれて交流会を行う。

　他施設の意見をたくさん聞くことができた。交流会を行っていて、ほとんどのグループホームはレクを行っていないことに驚いた。又、自宅にいるような生活の場なので本当にレクが毎日の生活の中で必要なのかという意見も出た。他にはレクとはゲームや運動だけではなく、グループホームの場合は家事や自分の行いたい事を実施してもらうこともレクの一環だという意見も出た。交流会を行ってみて、レクに対して考えが少し変わり、又、参考にもなった。
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